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序　　　　文

　昨年は遺跡の捏造問題が考古学会のみならず全国を揺さぶるなど、埋蔵文化財の根

幹に関わる様々な問題が表面化してきました。また今年度からは地方分権が本格的に

始動し、地方のあり方がますます重要になってくるものと思われます。このような中

で新世紀を迎え、今後の調査・研究のあり方が今大きく問われております。

　私どもは、古代史上で一時期を画する都城「長岡京」の調査を進める一方、地域の

文化史を解明し、市民の方々に最新の情報をわかりやすくお伝えすることで、長岡京

市の文化的発展に寄与したいと頑張っております。

　ここに報告しますのは、昨年井ノ内朝日寺で実施しました調査に関するものです。

調査では長岡京の遺構を始め、縄文時代から中世に至るさまざまな遺構・遺物が発見

されました。主な成果としては、長岡京の右京三条四坊十六町という都の西端での宅

地確認と廃都後の様相、井ノ内遺跡の縄文時代・古墳時代の様相など、多くの成果が

あげられております。

　これらの成果は、地域の歴史を解明する重要な資料であるばかりでなく、市民の皆

さんの大切な文化遺産であり、２１世紀に羽ばたく子供達が郷土を理解する貴重な学習

教材でもあります。この報告書の刊行を第一歩として、今後の更なる研究と活用が私

どもの重要な使命であると心得ます。

　最後になりましたが、現地調査から整理・報告作業に至るまで、ご指導・ご協力い

ただきました関係各機関、関係者の方々に厚くお礼申しあげますとともに、今後なお

一層のご支援を賜りますようお願い申しあげます。

　平成１３年６月

����������������������財団法人　長岡京市埋蔵文化財センター

�������������������������理事長　芦　田　富　男　　



凡　　　　例

１．本書は、２０００年３月２１日から５月２９日まで長岡京市井ノ内朝日寺２７－２他において実施した、

長岡京跡右京第６６８次調査（７ＡＮＧＡＲ－６地区）の発掘調査報告書である。

２．調査は施設増築に伴う埋蔵文化財発掘調査で、財団法人長岡京市埋蔵文化財センターが調査

を受託し、同センター調査係長　小田桐淳が担当した。

３．調査の対象となった遺跡は、長岡京跡右京三条四坊十六町と井ノ内遺跡である。

４．長岡京跡の調査次数は、調査機関に関わりなく、右京域での調査次数を通算したものであ

る。また調査地区名は、前半が奈良国立文化財研究所の分類表示で、後半は高橋美久二「長岡

京跡昭和５１年度発掘調査概要」『京都府概報』（１９７７年）の旧字名による地区割りであり、枝数

字は同一地区内での調査の通番である。

５．本書で使用した長岡京跡の条坊名称は、山中章「古代条坊制論」『考古学研究』第３８巻第４

号（１９９２年）の復原案に従い、従来の条坊名を二町分北にずらした新条坊名を記した。また地

形分類については、基本的に「長岡京市域地形分類図」『長岡京市史』資料編一（１９９１年）に

よっている。

６．本書に記した遺構名は、遺構記号＋調査次数＋通番が正式であるが、挿図中などでは遺構記

号＋通番で略記し、調査次数を省略している。また位置図等の調査地点表記は、「右京第○○

次調査地」であるべきところを「Ｒ○○」と略記している。

７．本文の（注）に示した長岡京に関係する報告書のうち、使用頻度の高いものについては、

『長岡京市埋蔵文化財調査報告書』第２集（１９８５年）に従って略記した。

８．遺構写真は小田桐が撮影した。遺物写真については西大寺フォト・杉本和樹氏に撮影を依頼

し、一部については嘱託調査員（現・桜井市教育委員会）小畑佳子が撮影した。

９．本書の執筆および編集は小田桐が行った。

※　本書表紙のカットは長岡京期の壺Ｌと壺Ｍ�

��



第１図　長岡京と調査地の位置（１／４０，０００）
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１　はじめに

遺跡の環境と周辺の状況

　調査地は、浄土宗西山派総本山光明寺から東へ約３００ｍ程行ったところの竹薮にあたり、地形

分類では段丘を覆う扇状地に立地している。地表面の標高は敷地西端では５２ｍ、東端は５０ｍと西

から東へ傾斜する地形となっている。

　当地は長岡京跡右京三条四坊十六町にあたるとともに、井ノ内遺跡にも含まれるところであ

る。今回の調査地の東隣りでは、昭和６０年度に右京第２０１次調�査�が行われており、古墳時代の溝
（注１）

や中世の井戸などが検出されるとともに、縄文時代から中世に至る各時代の遺物が大量に出土し

ている。なおこの時の調査で、縄文時代の遺物が西方からの土石流堆積に包含されているとの判

断から、縄文時代遺物散布地として「朝日寺遺跡」を設定し、教育委員会発行の遺跡地図にも記

載されていた。しかし今回の調査で遺構が検出されたことによって、当地で出土する縄文時代遺

物は井ノ内遺跡の縄文時代集落に伴うものであるという位置付けが確定した。本報告をもって訂

正し、今後既報告分についても修正していきたい。　

　長岡京期の遺構としては、調査地の東１９０ｍ、右京三条四坊八町で行った右京第２４０次調�査�で縦
（２）

板組隅柱横桟留め井戸が検出され、緑釉火舎が出土しているのを始め、調査地の南１００ｍを東西

に走る府道長法寺向日線拡幅時の調査（右京第�２７７次�・�３０６次�調査）でも掘立柱建物が検出されて
（３） （４）

いる。ここは右京三条四坊十町にあたる所であり、いずれの調査も当調査地の東に位置する町で

あるが、これまでのところ、長岡京域では最も西での生活遺構確認となっている。
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第２図　発掘調査地位置図（１／５，０００）



２　調査経過

　調査は当初まず、２０００年３月２１日か

ら２４日まで、堆積層の状況と遺構・遺

物の有無を確認するための試掘調査を

実施した。試掘調査は敷地の南辺と東

辺に逆「Ｌ」字状に線掘りを行った。

この結果、敷地南辺トレンチのうち、

西半分では地山層の上は全て薮土であ

るのに対し、東半分では遺物包含層が

全面にわたって残存している状況

が判明した。さらに敷地東辺ト

レンチでは遺物包含層から多く

の長岡京期を中心とする土器が

出土し、中に緑釉陶器の火舎な

ども含まれることが明らかと

なった。

　このような周辺調査の状況と

試掘調査の結果を踏まえ、敷地

内の竹の伐採が終わるのを待っ

て発掘調査を実施した。発掘調

査は４月５日から５月２９日まで

である。

　発掘調査は当初、試掘トレン

チに沿って東西１３ｍ、南北５２．８

ｍのトレンチを設定したが、土

置き場などの関係上、二度に分

けて調査せざるを得なくなり、

若干の変更を余儀なくされた。

第４図及び第６図はこの二度に

分けて実施した調査を合わせた

ものである。なお、最終的な調

査総面積は６８２㎡（試掘含む）

となった。

　調査地内の層序は、全体的に

２　調査経過

第３図　調査風景

第４図　調査区等高線図（１／４００）



薮土が１ｍ前後の深さで堆積し、基本的には０．３～０．５ｍの厚さの茶褐色土（第１遺物取り上げ

層、以下第１層）と、地山層が落ち込むところに堆積している暗茶褐色土（第２遺物取り上げ

層、以下第２層）の二層の遺物包含層が認められる。このうち第１層は非常に締まりのない、薮

土のような堆積で、一部に焼土

のブロックや、地山層のような

黄灰色粘質土の部分を間に挟ん

でいる。遺物は中世から縄文時

代までの土器片を包含してお

り、さらに細分される可能性も

あるが、中世遺物と古墳時代遺

物が混在する状況から、後世に

撹拌された層である可能性が高

い。第２層は比較的締まった堆

積で、長岡京期の遺構が切り込

む面でもある。ほとんど縄文時

代遺物のみ包含しているが、ト

レンチ北端部では、古墳時代遺

物も出土しており、古墳時代以

前の堆積層としておきたい。

　地山層の状況は、第５図は調

査区南壁の断面図であるが、西

半分は薮土の下はほぼ平坦に橙

灰色礫土の地山層が堆積してい

るのに対し、東半分では橙灰色

礫土層が落ち込んでいき、その

上に断面図４～１０の地山層が斜

めに堆積している。遺構は第２

層上面ないし地山面で確認され
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１.竹藪容土　３.淡茶褐色土　５.黄褐色土　７.淡黄灰色礫混り土　９.黒灰色土 
２.茶褐色土　４.淡黄褐色土　６.黄灰色土　８.淡黄褐色砂　　　　１０.橙灰色礫土 

第５図　トレンチ南壁断面図（１／２００）

第６図　検出遺構図（１／４００）



ているが、検出された遺構とその上層にあたる包含層出土遺物の接合状況などから、第１層上面

ないしはその途中から切り込む遺構もあると考えられる。なお調査区の中心国土座標はＸ＝－

１１７，８９６、Ｙ＝－２８，８６４である。

３　検出遺構

　今回の調査で検出した主な遺構は、長岡京期

の東西溝２条、縦板組横桟留め井戸（二段構

築）１基、古墳時代後期の竪穴住居１軒、土坑

３基、縄文時代晩期の土器棺墓１基、後期の土

坑、ピットなどである。以下、時代の新しい順

に概要を記す。

中世の遺構　　瓦器片の出土によって中世段

階に位置づけられる遺構はＰ１、Ｐ５、Ｐ６、

Ｐ９、Ｐ１１等である。いずれも建物や柵列等へ

のまとまりは認められない。

長岡京期の遺構　　溝ＳＤ６６８０８は、幅０．９～

１．３ｍ、深さ０．１～０．２ｍの東西溝で、埋土は淡

茶灰色土の単一層で、炭を多く含んでいる。溝

心の座標はＸ＝－１１７，８７２．３である。溝底は、

地形に沿って西から東へ傾斜している。

　溝ＳＤ６６８０９はＳＤ６６８０８の南、２～２．５ｍ離

れて並行する東西溝である。溝幅は０．８～１．１ｍ

で南肩部に０．４～０．５ｍのテラスをもって二段に

４　検出遺構

１.淡茶灰色土 
２.淡黄灰色土 
３.淡黒灰色土（炭多い） 

第７図　溝ＳＤ６６８０８・０９平断面図（１／１００）

１.茶褐色砂泥 
２.明茶褐色砂泥 
３.暗褐色砂泥 
４.明茶褐色砂質土 
５.明茶褐色砂質土 
６.暗茶褐色砂泥 
７.茶褐色砂質土 
８.暗茶褐色砂質土 
９.暗灰色粘質土 

第８図　井戸ＳＥ６６８０１平断面図（１／８０）



落ちる。このテラスはトレンチ西端部では消滅

している。深さは０．１～０．３ｍ、テラス部では０．１

～０．１５ｍである。溝底はＳＤ０８同様西から東へ

傾斜するが、トレンチ中央部付近がもっとも深

くなっている。埋土は淡黒灰色土の単一層で、

炭を多く含んでいる。溝心の座標はＸ＝－

１１７，８７５．６である。ＳＤ６６８０９からは、完形品を

含む多くの遺物が出土している。これらの遺物

は、ＳＤ６６８０８と接合するものも複数含まれることから、ＳＤ６６８０９とＳＤ６６８０８は同時期に埋没

したものと考えられる。

　井戸ＳＥ６６８０１　　掘形は１辺２ｍ四方で、深さは約４ｍを測る。井戸側は縦板組横桟留めで、

上下二段に組み上げている。下段部は一辺１．１５ｍ四方で、１．８ｍにわたってほぼ完全に残存して

いた。上段部は、上段の最下部に設置された横桟と縦板の一部が残存しており、その規模は一辺

１．３ｍを測る。掘形と井戸側との隙間は非常に狭く、下段部では縦板材と地山との隙間は１０㎝程

しかなかった。湧水層は海抜４７．５ｍより下に堆積する砂礫層で、現在でも湧水している。

　埋土の状況は、１～３層までの層には緑釉陶器など平安時代の遺物が多く含まれている。特に

３層からは集中して投棄されたような状況で土師器、須恵器、緑釉陶器、黒色土器などが出土し

ている。一方４層以下はしばらく遺物の量は減少するが、時期的には長岡京期に限られるように

なる。９層以下は湧水により分層できなかったが、底近くなって完形品の須恵器壺Ｌや平瓶、曲

物などの木製品が多く出土した。

　このような状況から、この井戸は井戸廃絶時に９層ないし４層まで一気に埋められ、しばらく

窪みとして存在した後、９世紀中頃から１０世紀にかけて最終的に埋められたものと考えられる。

古墳時代の遺構　　地山面が東へ低く落ち込む斜面で古墳時代の土坑が３基検出された。
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１.茶褐色砂質土 
２.明黄褐色砂質土 
３.黄褐色砂質土 
４.淡赤灰色土（焼土） 
５.明黄灰色砂質土 
６.淡茶褐色礫土 

焼土 

第９図　土坑ＳＫ６６８０２・０４平断面図（１／４０）

１.黄灰色土 
２.黒褐色土 
３.暗褐色土 

焼土 

第１０図　土坑ＳＫ６６８０５平断面図（１／４０）



　土坑ＳＫ６６８０４は長辺１．４ｍ、短辺

１．１ｍの隅丸長方形を呈する土坑で

ある。深さは０．１５ｍ程であるが、底

面南寄りの径５０㎝程の範囲が赤く焼

き締まっていた。埋土から土師器甑

片が十数片出土していることなどか

ら、炉跡としての機能が考えられ

る。しかし地山の傾斜面に掘られて

いることと、出土遺物から古墳時代

後期と考えられることなどから、竪

穴住居に伴う炉とは考えにくく、屋

外炉であると考えられる。

　土坑ＳＫ６６８０２は東西１．１ｍ、南北１．３ｍの

土坑で、深さは０．３ｍ程ある。埋土は、当初

５層（明黄灰色砂質土）がＳＫ６６８０４にか

ぶって堆積していたため、ＳＫ６６８０４より新

しい土坑と考えていたが、後に５層は斜面堆

積層であり、土坑の付近だけ若干深くなって

いたものと判明した。そのためＳＫ６６８０２の

埋土は６層（淡茶褐色礫土）の単一層であ

り、ＳＫ６６８０４に切られていることがわかっ

た。遺物は小片が若干出土したのみであるた

め、明確な時期はわからないが、須恵器を含

むこととＳＫ６６８０４より古いことから、古墳

時代後期の範疇でおさえられる。

　土坑ＳＫ６６８０５は長辺１．３ｍ、短辺１ｍの楕円形ぎみの平面で、深さは５㎝ほどと浅いが、これ

は第１層掘り下げ途中で既に異なる土が確認されていたが、第１層の底面まで下げないと輪郭が

確認できなかったためである。土坑の底面中央部には焼成を受けた面がありこの面の外側に土師

器と須恵器の高杯が１個体ずつ伏せて置かれていた。土師器高杯の内部にも焼土が詰まってい

た。この土坑もＳＫ６６８０４同様屋外炉の可能性が考えられ、高杯は支脚としての機能が考えられ

るが、その使用方法については検討する必要があろう。

　竪穴住居ＳＨ６６８１０は１辺６．３ｍ程の方形住居で北西部のみ検出された。住居の方位は西で南に

約２０度振れており、北西辺中央部にはかまどが設けられている。壁溝は認められず、主柱穴は確

認できなかった。

　かまどは炊き口幅０．５ｍ、奥行き１ｍ程の規模で、０．１ｍ程の深さで残存していた。炊き口付近

６　検出遺構

１.暗黄茶色砂質土　　　４.淡黒褐色土（炭層） 
２.暗黄褐色砂質土（炭混・焼土混） 
３.淡黄褐色土（炭混）　５.黄灰色土 

第１１図　竪穴住居ＳＨ６６８１０平断面図（１／８０）

１.暗黄茶色砂質土　５.黄灰色土 
２.暗黄褐色砂質土　６.黄褐色土 
３.淡黄褐色土　　７.淡赤褐色土 
４.淡黒褐色土 
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第１２図　ＳＨ６６８１０かまど部平断面図（１／４０）



からかまど中央部にかけての底面は赤く焼き締まっており、長胴の土師器甕の破片がまとまって

出土している。住居内埋土から出土している須恵器から、時期は６世紀中頃になると考えられる。

縄文時代の遺構　　土器棺墓ＳＸ６６８０６はトレンチ南部で検出された晩期の土器棺墓である。

検出された場所は、東へ落ち込む手前の平坦面で、トレンチ内でも高い部分にあたる。標高は

４９．３ｍ程のところである。

　土器棺は深鉢で、長径０．６ｍ、短径０．４５ｍの楕円形の穴の中央部に横たえられていた。蓋に相

当する土器などは見あたらない。遺構の切り込み面は第５図７層にあたる。

　土坑ＳＫ６６８１２は長径１．１ｍ、短径１ｍのほぼ円形の土坑で、擂り鉢状に０．５ｍ落ち込んでいる。

埋土は黒褐色土の単一層である。中から後期の土器片が出土している。ほかにＳＫ６６８１３、ＳＫ

６６８１５、ＳＫ６６８１６、Ｐ１４、Ｐ１５も後期の土器片のみを出土する遺構である。

　土坑ＳＫ６６８１７はトレンチ北端で検出された遺構で、これも後期の土器片を包含する。東西４

ｍで深さは０．２ｍ程である。第２層の下面で検出された。第２層とはよく似た層であり、地形の

窪みである可能性も考えられる。

　他にＰ２～４も縄文土器が数点出土している遺構である。埋土も締まりのないものの黒褐色土

と第２層によく似た層であった。しかしピットの並びから掘立柱建物になる可能性も考えられる
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第１３図　土器棺墓ＳＸ６６８０６平断面図（１／１０）

１.黒褐色土 

第１４図　土坑ＳＫ６６８１２平断面図（１／４０）

１.竹藪容土　　３.茶褐色土 
２.明黄褐色土　４.黒褐色土（SK17埋土） 

第１５図　土坑ＳＫ６６８１７平断面図（１／１００）

１.竹藪容土　　３.茶褐色土 
２.明黄褐色土　４.黒褐色土（SK17埋土）



ものである。規模はいずれも０．６ｍ前後で円形ないし楕円形気味を呈している。深さは０．２～０．３

ｍ程で、Ｐ２－Ｐ３間が２．５ｍ、Ｐ３－Ｐ４間が１．５ｍを測る。ほぼ正方位で「Ｌ」字状に配列し

ている。長岡京期の掘立柱建物になる可能性も考えられる。

４　出土遺物

　今回の調査では大量の遺物が出土した。その量はコンテナで３８箱以上にわたり、時期幅は縄文

時代から中世まで連続しているが、大半は第１層出土のものである。ここでは全ての報告はでき

ないが、遺構出土のものを中心に時代毎に概要を報告する。なお、縄文土器は遺構と包含層を合

わせて記述する。

縄文時代出土遺物（第１６図・第１７図）　　縄文時代の遺物は第１層および第２層、土坑などの

遺物を含めてコンテナ１箱ほど出土している。土器棺として使用されていた深鉢以外は全て小片

ないし細片である。

　ＳＸ６６８０６の遺物（第１６図）　　１は土器棺に使用されていた深鉢である。ほぼ完形で出土し

た。胎土は淡茶褐色を呈し、１～２㎜の石英、長石、チャート粒を多く含んでいる。端部は尖ら

せるように上方につまみ上げ、端部外面と最大径やや上方に刻目突帯を巡らせる。調整は、内面

は横方向に丁寧になでられ、外面は下半部を縦方向、最大径付近は横方向に板状工具を用いて

削っている。２条の突帯の間はなでられている。外面上半および、内面下半には煤が付着している。

　包含層出土遺物（第１７図）　　６はＳＸ６６８０６の検出中に出土したもので、ＳＸ６６８０６には伴わ

ないものである。深鉢になるが、突帯は口縁端部やや下方に１条のみ巡らせる。刻目は浅い。明

黄茶色を呈し、１㎜以下の石英、長石、チャート粒を多く含んでいる。外面には煤が付着している。

　これらの土器の時期は晩期後葉に位置づけられる。他に突帯文を有する土器は、第２層より１

点出土している。５８は明茶色を呈し、角閃石を含

んでいる。

　２～１４はＳＫ６６８１２から出土したものである。

２は無文土器で、端部は内面に若干折り込んで丸

く収められる。１１も無文であり、段が認められ

る。３、７は縄文地に沈線が施される磨消縄文で

ある。３の端部は四角く面をもつ。４は波状口縁

の波頂部と考えられるもので、波頂部の外面に、

円弧状に竹管文が配されている。他は磨耗により

定かではないが、磨消縄文とみられる破片である。

　１５～２９はＳＫ６６８１７から出土したものである。

１５、１９は無文、１８、２１は条線文、他は磨消縄文の

破片である。この土坑からは底部の破片（２９）も

出土している。１７は波状口縁の波頂部である。

８　出土遺物

第１６図　ＳＸ６６８０６出土土器棺実測図（１／４）
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第１７図　遺構・包含層出土縄文土器実測図（１／４）



　３０～６２は包含層出土のものである。その内、３３、４０、４３～４６、４８、４９、５２、５３、５５、５８、５９、

６１が第２層出土で、他は第１層出土である。ほとんどは磨消縄文の破片であるが、４０、４５は竹管

文が施されるものである。また５２の沈線の中には一部に刺突文が認められる。３９は屈曲部外面

に、平坦な面をもつ幅広の隆帯を設け、縄文を施すも

のである。この破片は、外面茶灰色で断面黒褐色を呈

しており、長石、石英粒を多く含む胎土である。６０は

磨消縄文の破片であるが、器壁が他の土器と比較して

薄く、明黄灰色を呈し、石粒をあまり含まない精良な

胎土である。土器類にはならず、何らかの土製品の一

部になる可能性が考えられる。図示していないが、条

痕文も若干認められる。

　これら磨消縄文を中心とする土器類は後期の範疇で

おさえられるものである。

古墳時代出土遺物（第１８図・第１９図）　　古墳時代

の遺構としては、ＳＨ６６８１０、ＳＫ６６８０２、ＳＫ６６８０４、

ＳＫ６６８０５が検出されている。

　ＳＨ６６８１０出土遺物（第１８図）　

古墳時代後期の竪穴住居で、須恵

器蓋（６３）と土師器甕（６４）が出

土している。

　６３は外面の削りは自然釉によっ

て観察不能であるが、内面中央に

同心円の当て具痕を残すものであ

る。表面灰白色、断面はセピア色

を呈している。石英、長石粒を若

干含む精良な胎土である。短頸壺

の蓋になると考えられる。

　６４はかまど部から出土したもの

で、明赤灰色を呈する良好な焼き

で、胎土には０．５㎜程の石英、長

石、チャートを多く含んでいる。

口縁部は「く」字状に開いた後、

若干内湾する。端部は内面に少し

窪む面を作る。内外面ハケ調整さ

れる。

１０　出土遺物

第１９図　土坑ＳＫ６６８０４・ＳＫ６６８０５出土遺物実測図（１／４）

第１８図　竪穴住居ＳＨ６６８１０出土遺物
実測図（１／４）�　　



　ＳＫ６６８０５出土遺物（第１９図）

　底面に据えられていた高杯は６５と７０である。

　６５は淡赤灰色を呈する精良な胎土で、チャート、長石、赤色班粒を含んでいる。外面は炎を受

けていたためか、荒れているが、内面はナデの痕跡がよく残っている。

　７０は有蓋高杯で、脚部には三方に長方形の透かしがあったのが見て取れる。淡青灰色を呈し、

外面には自然釉がかかっている。杯部の形態から、陶邑ＴＫ１０型式からＭＴ８５型式頃に該当する

ものと考えられる。

　６６は６５と同タイプの高杯で、杯部の底面に体部を継ぎ足した痕跡が明瞭に残っている。底部外

面が指オサエ痕を残すのに対して、体部外面は綺麗になでられている。

　６７は脚部である。全体的に薄い造りで、筒部には板状原体で押さえたような面を残す。

　ＳＫ６６８０４出土遺物（第１９図）　　土師器高杯（６８）と甑（６９）が出土している。６８は赤灰色を呈

するものであるが、内外面とも傷みが激しく、調整等は不明である。６９は淡赤灰色を呈し、６８同

様傷みが激しいが、わずかに外面のハケが観察できる。また把手を挿入した痕跡を残している。

長岡京期出土遺物（第２０図～第２６図）　　長岡京期と考えられる遺構は、ＳＤ６６８０８、ＳＤ

６６８０９、ＳＥ６６８０１であるが、溝出土遺物には若干新しい要素も認められ、今後検討を要する。ま

た井戸出土遺物で当該期の資料は下層出土のものである。

　ＳＤ６６８０８出土遺物（第２０図）　　ＳＤ６６８０８、ＳＤ６６８０９から出土している土器は、上層の包含

層出土遺物と接合する例が多いが、溝のプランを確定した後に出土した資料と接合したものにつ

いては、溝出土として掲載している。

　ＳＤ６６８０８からは第２０図に示した遺物が出土している。このうち７９、８１～８３、８７、９０はＳＤ

６６８０９とも接合関係のあるものである。

　土師器では皿Ｃ（７１）、皿Ａ（７２～７４）、椀Ａ（７５）、杯Ａ（７６、７７）、杯Ｂ（７８）、皿Ｂ蓋（７９

～８１）、高杯（８４）、壺Ａ（８２）、甕（８３）等が出土している。これらの中で、７１は完形品である

が、端部３カ所に煤が付着している。７５は明赤灰色の精良な胎土で、体部外面を軽く削った後、

粗いミガキを施しているものであるが、直径が９．７㎝と小型の部類に属すものである。７６は軽い

ケズリで、成型時の凹凸を若干残す。７１、７７は明桃灰色の精密な胎土の一群である。７３は明赤茶

色を呈し、長石の微粒子を多く含む胎土である。７８は茶褐色を呈し、外面は底部までケズリ、体

部にはミガキを施している。７９～８１は口径２５．７㎝から２９．４㎝あり、皿Ｂの蓋になると考えられ

る。８２は壺Ａになると考えられるもので、明赤灰色を呈する緻密な胎土で、石粒はほとんど含ま

ない。外面は横方向に丁寧にミガキ調整し、最大径付近に小さな把手を有する。８３は「く」字の

口縁をもち、体部は口径より大きくならないタイプの小型甕である。淡黄灰色を呈し、胎土には

金雲母を含んでいる。内面は丁寧になでており、横方向に外面は下から上方向に幅の広いハケが

施される。

　須恵器では杯Ｅ（８５）、杯Ｂ（８６）、壺（８７）、高杯（８８）等が出土した。８５は体部の下半分か

ら底部をヘラケズリしている。器壁は薄く均一で丁寧な造りである。精良な胎土で、淡青灰色を
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１２　出土遺物

第２０図　溝ＳＤ６６８０８出土遺物実測図（１／４）



呈し、焼きは若干甘い。８６は灰白色を呈する軟質の焼きで、胎土は精良である。このような胎

土・焼成の特徴は杯Ａの一群に認められるものであるが、今回の調査では、杯Ｂや皿Ａにも複数

個体認められる。８７は短頸壺になるものと考えられる。面取りし、中央に円形の穴を開けた把手

が３カ所確認され、破片の位置関係から四方に復原した。８８は８面に面取りされた細い脚部をも

つ。杯部は別個につくられ、脚部は杯部との接合部のみ心棒を通した痕跡がある。しかし以下は

細い粘土紐を巻き上げて整形している。

　９０は緑釉陶器の火舎である。釉色は淡緑灰色で、素地は白色できめ細かい胎土である。ＳＤ

６６８０９のほぼ全域からＳＤ６６８０８の東半にかけて十数片の破片が散布していた。他に縄文時代の磨

石（８１）も出土している。砂岩質の石材である。

　ＳＤ６６８０９出土遺物（第２１図～第２３図）　　量的にはＳＤ６６８０８より多い。特にトレンチ中央部

の深くなった部分から大量に出土している。ＳＤ６６８０８で報告した接合資料も、破片の割合では

当溝からの方が多く出土している。

　土師器では椀Ａ（９２～１０１、１１２）、杯Ａ（１０２～１０５、１１１）、皿Ａ（１０６、１０８、１０９）、皿Ｃ（１０７）、

高杯（１１３～１１６）、壺Ｅ（１１０）、ミニチュアカマド（１１９、１２０）、カマコ（１１７、１１８）などがある。

また第３０図２４８の甕も当溝出土の破片と接合したものである。

　椀Ａは、口径が１１㎝から１３．６㎝のものが出土しており、ほとんどがｃ手法で調整される。胎土

が明桃灰色を呈す一群としては９７、９８、１００がある。また９２、９９は淡赤灰色を呈する一群であ

る。１１２は外面を丁寧に磨き、内面はナデ調整される。石粒を含まない精良な胎土で、表面は赤

灰色であるが、断面は明黄灰色を呈している。奈良時代の混入の可能性が考えられる。

　杯Ａでは、１０２が外面ナデ調整され、径も小さいなど新しい要素が認められる。他はｂないし

ｂ’手法で調整される。１１１は端部を内面に肥厚させるもので、外面は丁寧なミガキ調整、内面

には放射状と螺旋状の暗文を施す。赤灰色を呈する精良な胎土である。

　高杯では、１１３、１１４はいずれも杯部内面に暗文を施すものである。両者とも杯部外面は削った

後、粗めのミガキを施す。１１３は小型の高杯であるが、内面に放射状、螺旋状の暗文を密に施し

ている。さらに脚部の面取りした部分にまでミガキを施す。脚部の造りは心棒造りである。１１４

は杯部内面の端部付近に螺旋状の暗文、他に黒色土器に見られるような螺旋暗文群を配する。い

ずれも赤灰色系の精良な胎土である。これらの高杯がどのように位置付けできるかは検討を要す

る。１１３の暗文構成は１１１とも共通しており、一群のものとして認識される可能性がある。

　須恵器では壺類蓋（１２１～１２５）、杯Ｂ蓋（１２６～１３０）、杯Ａ（１４３～１４５）、杯Ｂ（１３１～１３９）、把

手付き杯（１４０、１４１）、皿Ａ（１４６）、椀Ｂ（１４２）、壺Ｇ（１４８）、壺Ｍ（１４９～１５３）、壺Ｌ（１５４）

等が出土した。

　当溝では壺類の蓋が目立つ。１２１、１２２は完形に接合した。いずれも上面に自然釉がかかる。

１２３は宝珠形のつまみを有する蓋で、なだらかにカーブする天井部から屈曲して外側に開く口縁

をもつ。淡青灰色を呈し、やや焼きが甘い。これらの蓋とセットになる壺は皆無であるが、壺Ｍ

は５個体出土している。そのうち１５０～１５３は完形品である。
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１４　出土遺物

第２１図　溝ＳＤ６６８０９出土遺物実測図－１（１／４）
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第２２図　溝ＳＤ６６８０９出土遺物実測図－２（１／４）



　１４４、１４６は淡灰白色の焼きが甘い一群である。

図示していないが、当溝でもこの一群の杯Ｂが出

土している。

　出土例の少ない把手付き杯は２個体出土してい

る。１４０はヘラケズリによって長方形に成形され

た把手で、杯Ｂになると考えられる。杯の体部は

若干内湾する。１４１は完形品である。把手は手づ

くねによって成形される。１４７は外面をヘラケズ

リしており、さらに盛り上がりを見せる。このよ

うな外形の様子から高杯になる可能性が考えられ

るが、蓋になる可能性も残る。

　１４２の椀Ｂは完形で出土している。高台は体部と比較して小さい。

　土器類以外では、鉄製品（１５５～１５９）が出土している。１５５は刀子であるが、小型品がもう１

点出土している。１５７～１５９は大型の釘で、１５６は鎹になる可能性が考えられる。また、埋土中から

は炭片が大量に出土している。

　これらＳＤ６６８０９出土遺物は、完形品ないし接合して完形近くなる資料が多いのも特徴である。

炭の大量出土と合わせて一気に埋められた可能性が考えられよう。また遺物の時期は、須恵器を

見る限りでは長岡京期で収まるものであるが、土師器の様相は変化に富んでいる。胎土などから

複数の産地の製品が想定されることも合わせて、今後さらに検討を要する。

　ＳＥ６６８０１下層出土遺物（第２４図～２６図）　　長岡京期の一括資料として良好なものである。個

体数は少ないが、形にまとまるものが多い。また木製品も多く出土している。

　土師器では椀Ａ（１６０、１６１）、甕（１６２、１６３）、須恵器では墨書杯Ｂ（１６４）、杯Ａ（１６５～１６７）、

蓋（１６８）、壺Ｍ～Ｌ（１６９～１７３）、壺Ｇ（１７４）、平瓶（１７５）、壺Ａ（１７６）がある。１７１、１７３、

１７５は完形品である。他の土器も完形に近いものが多い。当遺構でも壺類が多いのが特徴である。

　１６４の杯Ｂ底部外面中央には「�（そう）」の墨書が認められる。１６８は壺Ａになる可能性も考

えられるが、底部外面を手持ちで粗く削っており、安定が悪いことや、底部の厚みが体部に比較

して厚いことから、壺類の蓋になる可能性を考えた。

　１６３の甕は、淡赤茶色を呈し、２㎜前後の石英、チャートを多く含んでいる。内面は丁寧にな

でるが、外面には凹凸が残る。

　木製品では、物指（１７８）、櫛（１７９～１８９）、柄（１９０、１９１）、挽物の合子（１９２）、部材（１９３）、

曲物（１９４、１９５）、下駄（１９６）等が出土した。これらの木製品は、井戸の底近くの埋土から出土

したものである。特に最下層の砂質土は全て水洗し、小さな遺物の発見に努めた。

　１７８は幅１．７㎝厚さ０．５㎝の物指で、ほぼ３．０㎝毎に線が刻まれ、長さは２４㎝。一方が折れている

が、生きている端から５目盛目には、横にも線刻がされている。目盛としては７寸分が残存して

いる。

１６　出土遺物

第２３図　溝ＳＤ６６８０９出土遺物
　　�実測図－３（１／３）
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第２４図　井戸ＳＥ６６８０１下層出土遺物実測図－１（１／２・１／４）



１８　出土遺物
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第２５図　井戸ＳＥ６６８０１下層出土遺物実測図－２（１／３・１／４）



　櫛は全長のわかる資料はなかったが、背幅が３㎜で幅１６～２１㎜のもの（１７９、１８０）と、背幅４

～６㎜で幅２０～３４㎜のもの（１８１～１８４）、背幅７～９㎜のもの（１８５、１８６）、背幅１２～１４㎜で幅４６

㎜のもの（１８７～１８９）など数種類が出土している。

　１９０は刀子の柄、１９１は片端を縦に半裁し、端部に段差を削りだしている。

　１９４の曲物は完形品であるが、底板のほぼ中央部に穴が穿たれている。１９５の曲物底板は半分に

割れているが、割れた面に沿って穴が穿たれており、補修痕と考えられる。

　１９７は、用途としては陽物であると考えられるが、根の部分に人面が彫刻されたものである。

カリの部分の一方が幅４．５㎜深さ５㎜程にわたって深くえぐられており、この部分に紐をくくり、

井戸内に釣り下げた可能性も考えられる。

　他に半分に割れた神功開寶（第２４図・１７７）が１点出土している。

平安時代出土遺物（第２７～２９図）　　ＳＥ６６８０１の上層・１～３層出土の遺物は、平安時代前期

を中心とするものであり、量的にもまとまった資料である。

　ＳＥ６６８０１上層出土遺物（第２７～２９図）　　第２７図・１９８は３層から出土しているものであるが、

長岡宮式７７２２Ａ型式軒平瓦である。凸面には横方向の縄目叩きが認められる。

　須恵器では椀（１９９～２０１、２０３～２０６）、小椀（２０７）、大椀（２２０）、皿（２０８～２１０）、甕（２１９）

がある。緑釉陶器では椀（２０２）、唾壺（２１１）が出土している。土師器では皿Ａ（２１４）、杯Ａ

（２１５）、高杯（２１２）、甕（２１６～２１８）、黒色土器の杯（２１３）等が出土している。

　須恵器椀・皿類のうち、２０１、２０４、２０８、２１０は灰白色の軟質の焼成であり、他は青灰色の堅緻

な焼き上がりである。いずれもヘラミガキによって調整され、削り出しの輪高台が多いが、蛇ノ

目高台も一定量含まれる。ヘラ記号の認められる個体もあり、２００の見込みには図示していない

が、「×」記号が認められる。２０９は内面に自然釉が付着し、焼きひずみのためか、耳皿のように

端部が反り返った形態になっている。

　２０７の小椀は類例の少ないものであるが、ロクロ成形後の調整は施されず、底部には糸切り痕

を残す。青灰色の堅緻な焼成である。

　２０２の緑釉陶器椀は淡橙灰色を呈する素地に、全面淡黄緑色の釉が薄く刷毛塗りされている。

２１１の唾壺は淡橙灰色の堅緻な焼成の素地に、淡緑灰色の釉がかけられている。外面体部との接

合部付近には釉がかからない部分も存する。

　２２０の大椀は、ヘラミガキによる調整の後、陰刻による文様が全面に施されるものである。内

面では、見込みには花文の上に魚が描かれている。欠損のため、魚は尾と背鰭のみ残存する。体

部内面には連続する文様に鳥が配されている。体部外面は飛雲文らしき文様が展開される。削り

出し高台の底面にも一部陰刻が認められる。３カ所に焼成時の焼き割れが認められ、ひずみは器

壁分程になる。

　２１５の土師器杯Ａは淡赤灰色を呈する精良な胎土で、外面は端部外面を強くなでる他は、粗い

ナデによって調整される。２１６は赤灰色を呈し、長石の微粒子を多く含む胎土で、内外面ともナ

デ調整される。口縁部および、体部外面には煤が付着している。２１２は石英、チャートの石粒を
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含む粗い胎土で、淡赤褐色を呈している。脚部は粘土紐巻き上げによって成形され、外面は７面

に面取りされる。

　２１３は黒色土器Ａ類である。胎土は暗赤褐色を呈し、赤色粒子を含んでいる。火を受けている

ため表面の残りは非常に悪い。

　他に２層から図版１４の鉄滓が出土している。いずれも裏面が椀形をしており、一部壁土が付着

２０　出土遺物

第２７図　井戸ＳＥ６６８０１上層出土遺物実測図－１（１／４）

第２６図　井戸ＳＥ６６８０１下層出土遺物実測図－３（１／１）
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第２８図　井戸ＳＥ６６８０１上層出土遺物実測図－２（１／４）



している。

　これら井戸上層遺物の年代は、９世紀中頃から１０世紀にかけてのものであり、若干の時期幅が

認められる。

包含層出土遺物（第３０図～第３２図）　　第１層、第２層からは各時代の遺物が大量に出土して

いる。第２層出土のもので問題になるのは２６４の甕であるが、第２層掘り下げ中に一括して破片

が出土したもので、遺構ないし第１層の部分的窪みになると予想していたところからの出土であ

る。これ以外は、２７７の叩き石を除いて図示したもの全て第１層出土のものであり、第２層が縄

文時代の遺物包含層になる可能性が考えられる所以である。以下古い順に概略を述べる。

２２　出土遺物

第２９図　井戸ＳＥ６６８０１上層出土遺物実測図－３（１／４）
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第３０図　包含層出土遺物実測図－１（１／４）



２４　出土遺物

第３１図　包含層出土遺物実測図－２（１／４）



　弥生時代の遺物は量的に少ない。２７６は中期の台付き鉢である。口縁端部は上向きの平らな面

を作り、杯部は内外面刷毛調整する。台部は端部外面をなでる以外はケズリを施している。淡赤

灰色を呈し、０．５～３㎜程のチャートを多く含んでいる。

　古墳時代の遺物では、２６３の長胴甕は、ＳＤ６６８０８、ＳＤ６６８０９と接合する資料であり、本来溝

の項で報告すべきものであるが、古墳時代後期の資料であるため、ここに掲載した。２６４は把手

付き甕で、体部最大径に扁平な把手が付く。明赤灰色を呈する比較的精良な胎土で、１㎜以下の

チャートを含んでいる。他に２６２の小型甕がある。

　須恵器では２６５～２６９の須恵器杯、杯蓋、無蓋高杯がある。これらは陶邑編年ＴＫ４３型式からＴ

Ｋ２０９型式頃に並行するものである。他に須恵器器台の脚部片（図版１４）も出土している。

　２６１は土師器壺の口縁部である。赤灰色の精良な胎土で、外面には暗文状のミガキが施される。

７世紀前半代のものと考えられる。

　時期は不明であるが、２７１、２７２の土製品も出土している。２７１は土鈴、２７２は鞍になる可能性が

考えられる。明黄灰色の石粒を含まない胎土である。２７２には貫通する穴が開けられている。
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第３２図　包含層出土遺物実測図－３（１／４）



　長岡京期前後から平安時代のものには、土師器では椀Ａ（２２４、２２５）、杯Ａ（２２６、２２７）、杯Ｂ

（２２８）、皿（２２１～２２３）、鉢Ａ（２２９）、壺Ｂ（２４７）、盤Ｂ（２４８）、高杯（２４４～２４６）、小壺（２４３）が

出土している。

　２４３は小さく上方につまみ上げた口縁で、淡橙灰色の精良な胎土である。外面は横方向に丁寧

に磨き、内面はヘラ状工具によってなでた後に暗文を施す。２４４は杯部がほぼ残っているもので、

杯部を単独で作成した後に脚部を接合するものである。外面はヘラケズリした後に粗いミガキを

施す。脚部を作りつけてから面取りを行っており、八角にヘラの当たった痕跡を残す。淡灰橙色

を呈し、焼きは甘い。

　須恵器では杯（２３２～２３４）、蓋（２３０、２３１）、平瓶（２７０）などがある。他に円面硯の脚部片

（未掲載）も出土している。２３４は底部を糸切りするもので、高杯になる可能性も考えられる。

　黒色土器（２３５～２３８）は、２３６、２３７がＡ類、他はＢ類である。瓦類では２７４、２７５共に単弁蓮華

文の軒丸瓦である。同型式と考えられるが、型式は不明である。２７３は磚である。削りによって

調整される。時期は不明であるが砥石（２５９）も出土している。

　図版１５は包含層から出土している須恵器陰刻花文の破片である。体部内面もしくは見込みに陰

刻されているもので、白色を呈する軟質のものと、青灰色に堅く焼かれたものがある。

　これらの遺物の中でも、土馬（２３９）、ミニチュアカマド（２４２）、カマコ（２４１）等も含めて、長岡

京期のものが量的に多いが、溝出土遺物と同様、土師器高杯など編年的位置付けに問題のあるも

のも多い。他に白磁片（図版１５）も出土している。

　中世遺物では、土師器皿（２５０～２５３）、

羽釜（２５８）、瓦器では皿（２５４、２５５）、小

椀（２５６）、羽釜（２５７）、滑石製羽釜（２６０）

等が出土している。

２６　出土遺物

１.淡茶褐色砂礫土 

第３４図　溝ＳＤ２０１３０断面図（１／４０）

第３３図　右京第２０１次調査検出遺構図（１／３００）



５　付編　右京第２０１次調査の概要

�　調査の概要

　今回報告した右京第６６８次調査に関連して、昭和６０年度

に実施した右京第２０１次調査の概要も合わせて掲載したい。

調査地は今回の調査地の東１３ｍで実施しており、これまで

概略しか報告できていなかったものである。なお一部の縄

文時代遺物は、長岡京市史（資料編一）に朝日寺遺跡出土

として紹介されているが、今回それらも含めて再録した。

　調査地の層序並びに出土遺物の傾向　　第３５図は調査ト

レンチの西壁断面図であるが、断面図３層（茶灰色土）が

右京第６６８次調査で報告の第１層に相当すると考えられる。

また５層はＳＤ２０１３０の埋土である。

　遺構の確認は３面にわたって行った。第１面は耕作土・

床土層を除去した面で、南北方向の細い溝やピットを検出

している。第２面は遺物包含層上面および地山面で検出さ

れた遺構で、第３３図に示した。第３面はこれらの遺構に切

������������������������������������������右京第２０１次調査　２７

１.茶褐色砂質土　　　４.茶褐色礫混り土 
２.暗茶灰色土　　　　５.暗茶褐色土 
３.淡黄茶褐色砂質土　６.灰褐色砂質土 

第３６図　井戸ＳＥ２０１３２平断面図（１／４０）

第３７図　包含層出土縄文土器実測図（１／４）

１.灰色土（耕作土）　５.淡茶褐色砂礫土　９.明茶灰色砂質土 
２.淡黄灰色砂泥（畔）６.茶灰色砂礫　　　１０.淡茶灰色砂礫 
３.茶灰色土　　　　　７.茶灰色礫土　　　１１.黒褐色粘質土 
４.暗茶褐色砂質土　　８.茶灰色砂質土　　１２.黄灰色粘質土 

第３５図　トレンチ西壁断面図（１／１５０）



られる自然流路堆積で、遺物は全く出土しておらず、地山層の状況と考えている（６～１０層）。

　ＳＤ２０１３０は幅０．７～１ｍ、深さ０．２５～０．４ｍを測る北西から南東に流れる溝である。埋土は淡

茶褐色礫混り土の単一層で、地山面で検出されている。しかし溝の上層から接合する資料や同時

期の土器が多く出土しており、右京第６６８次調査での様相とよく似ている。

　この溝は北で西に約２４度振れて直流しており、その北西方向では右京第６６８次調査地にもかか

るはずであったが、右京第６６８次調査では検出することができなかった。さらに溝の延長上にＳ

２８　付編　右京第２０１次調査の概要

第３８図　包含層出土石器実測図（１／２・１／３・１／４）
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３０３～３０６…SE３２　　３０７～３３０…包含層 

第３９図　包含層出土土器実測図（１／４）



３０　付編　右京第２０１次調査の概要

３３１～３３３　包含層 
３３4～３３７　SD３０ 

第４０図　溝ＳＤ２０１３０・包含層出土土器実測図（１／４・１／８）



Ｈ６６８１０が位置していることから、ＳＤ２０１３０は調査区の北で終わるか、北方へ曲がるものと考え

られる。両者とも振れ角が似ており、また時期的にも近い遺構であると考えられることから、何

らかの関係があるものと考えられる。

　ＳＥ２０１３２は中世の素掘り井戸である。直径１ｍ前後の円形プランで、深さは１．７ｍ程であった。

�　出土遺物

包含層出土遺物（第３７図～４０図）　　第３７図は包含層出土の縄文土器である。文様の種類とし

ては、条痕文（２７８）、刺突文（２８２）、条線文（２９４、２９５）の他は磨消縄文がほとんどである。

２８２は口縁端部をやや四角く作り、端部外面下の沈線との間に縄文を施している。沈線は横方向

に２条巡らせ、その間にＣ字形の刺突文を２列配している。２８３は波状口縁の波頂部を平坦に

カットしているもので、平坦部の両端には２条の沈線によって突起を作り出しているものである。

　口縁の形態は波状口縁のものが多く（２７９、２８０、２８４～２８９）、２８４は体部文様の沈線が口縁端部

上面にまでおよんでいる。２８９は口縁端部上面に平らな面を作り、端部下面の沈線までの間およ

び上面にも縄文を施している。波頂部は３条の沈線によって２個の突起を形成する。

　これらの土器の胎土は、２８８が片岩系の石粒を含む搬入土器であると考えられる他は、長石、

チャートを含む在地系の胎土である。色調は黄褐色から暗褐色系の色調が多い。

　これらの土器の時期は、文様構成を掌握できる個体がないことから詳細については不明である

が、磨消縄文を中心とすることから後期の範疇と考えられる。

　第３８図は包含層出土の石器類である。２９８から３０２は縄文時代の石器で、２９８は切り目石錘、２９９

～３０１は磨石・叩石、３０２は石皿である。石材は３００以外は砂岩を使用している。２９７は砥石で、四

面が使われている。中央から折れた後も、二次利用されている。時期不明。

　第３９・４０図は包含層から出土している縄文時代以後の土器類である。古墳時代から中世までの

土器が出土している。

　古墳時代の土器としては、須恵器杯蓋（３２９）、提瓶（３３０）、土師器甕（３１７）等がある。３２９は

明青灰色を呈し、長石、チャート、黒色粒子を若干含んでいる。天井部と体部の区別もなくなり

かけており、削りの範囲も狭いことから、陶邑編年ＭＴ８５型式並行期と考えられる。３３０も口縁

端部を外側に肥厚させて面を作る特徴などから同様の時期に位置づけられよう。体部外面はカキ

目で調整する。体部成型時の充填面が�離している以外は完形で出土しており、古墳の副葬品の

可能性が考えられる。淡赤灰色を呈する精良な胎土である。３１７は小型の甕であるが、火を受け

て表面が�離している。かろうじて体部外面の縦ハケが観察される。明赤灰色を呈し、胎土に長

石、チャート、赤色粒子を含む。

　古墳時代から飛鳥時代にかけての時期の遺物には、須恵器杯Ｇ（３２２～３２６）、杯Ｇ蓋（３２１）、

土師器杯Ｃ（３１３、３１４）、高杯（３１８）等がある。３１９、３２０、３３１の甕や３３３の甑も当時期に含まれ

ると考える。３２１は宝珠つまみを有する返り付きの蓋で、天井部には自然釉が付着している。返

りの部分には杯口縁端部が融着しており、セットで焼成されたことがわかる。３２２～３２５はいずれ

も底部ヘラオコシのまま未調整である。３２５は回転を利用してヘラオコシしたと考えられる。い
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ずれも口縁端部が若干外側へ開く。３１８は土師器高杯脚部であるが、裾部のナデは粗く凹凸を残

す。柱状部はヘラでなでられ、面が形成される。淡赤灰色の精良な胎土である。３１３は外面ナデ

調整で、内面には放射状の暗文を１段施す。３１４は外面を丁寧に磨き、内面には２段の放射状暗

文を施す。色調は３１３は淡赤灰色、３１４は暗赤灰色の精良な胎土である。３３３は内外面ハケメ調整

され、扁平な把手が付く。口縁端部は上向きの面を作り、底部の穴は１孔と思われる。

　奈良時代の遺物には、須恵器杯Ｂ（３２７、３２８）がある。いずれも高台は四角く、焼きもしっか

りしている。

　長岡京期を含む平安時代の遺物には、土師器椀Ａ（３１２）、皿Ａ（３１５、３１６）がある。３１２はｃ

手法の椀であるが、３１５、３１６は残りが悪く、調整は不明である。

　中世の遺物としては、須恵器鉢（３０７）、土師器皿（３０８、３０９）、瓦器椀（３１０、３１１）がある。

３０７は灰白色を呈した鉢で、底部は糸切りする。皿は口縁端部をなでる他は未調整のものである。

瓦器椀は体部外面のミガキはすでになく、３１１には高台が付けられていない。

　遺構出土遺物（第３９・４０図）　　ＳＤ２０１３０からは須恵器蓋（３３５）、土師器甕（３３６、３３４）、移

動式竈（３３７）等が出土している。３３５は端部が丸く若干内湾する。天井部はロクロからヘラオコ

シされた後、軽くなでられる。淡青灰色を呈し、長石を若干含む。陶邑ＴＫ２１７型式並行期の杯

Ｈ蓋になると考えられる。３３６は小型の甕で、全体的に厚手の造りである。口縁端部は外傾する

面をもつ。体部は内面を粗く削り、外面は縦方向の刷毛を施す。赤灰色を呈し、石英、長石を含

む。３３４は甕Ｂである。最大径は体部中央にあり、扁平な把手が付く。明赤灰色を呈し、赤色粒

子を含む胎土である。３３７は付け庇の移動式竈で、明赤褐色を呈し、長石の微粒子を多く含んで

いる。内面および庇下面には煤が付着している。

　３１９、３２０、３３１～３３３も出土場所が当溝の近くであり、破片がまとまって出土していることか

ら、当溝の遺物である可能性が高い。

　ＳＥ２０１３２からは、土師器小皿（３０３、３０４）、瓦器椀（３０５）、羽釜（３０６）等が出土した。他に

平瓦が４点出土している。うち３点は１枚造りで、１点には凹面が格子目叩き、端面に「○」の

刻印が認められるものである。１点は縄目叩きで桶巻き造りのものである。

　これらの遺物からこの井戸は、１３世紀末から１４世紀にはいる頃の時期と考えられる。

６　まとめ

　以上のように、この地域の調査では多時期にわたる遺構・遺物が検出されている。一連の調査

では、右京第３７２次調�査�も行われているが、ここでは面的な削平を受けており、遺構は既に残存
（５）

していなかった。また、遺物の種類と量に比較して、遺構の確認が希薄であるが、これは耕作な

どによる撹拌を受けているためであると考えられる。

　以下、主な時代について若干のまとめをしておきたい。

�　縄文時代・井ノ内遺跡の様相

　井ノ内遺跡では、右京第２７次調�査�等の府道大山崎大枝線の調査で、後期の土器や石器などが出
（６）

３２　ま�と�め



土し、井ノ内遺跡に縄文時代後期の遺物が存在することが確認されていたが、その実体はまだよ

くはわかっておらず、むしろ右京第２５次調�査�で中期末から後期にかけての遺構が検出されている
（７）

など、北隣りの上里遺跡や南東に広がる今里遺跡の方が確認例が豊富であった。

　その後、右京第２０１次調査によって後期の遺物が比較的多く検出されたが、その出土状況から

二次的な資料である可能性を考えたのは前述した。しかし右京第２１４次調�査�で後期の土坑が検出
（８）

され、右京第２３５次調�査�で後期の竪穴住居が検出され、今回の調査で後期・晩期の遺構が確認さ
（９）

れたことにより、井ノ内遺跡の内容も充実したものになってきた。そこでこれら周辺の状況も含

めて、縄文時代集落の分布を検討することも可能になってきた。

　これまで上里遺跡・今里遺跡の確認地点は、低位段丘Ⅰから氾濫源にかけての地形変換ライン

に沿って分布する傾向が認められた。しかし、右京第２３５次調査地点や今回の例は、段丘でもよ

り丘陵に近い緩扇状地や段丘をおおう扇状地にも生活痕跡が認められ、上里・井ノ内・今里とい

う遺跡の範囲とは別に、開析谷や地形を考慮したまとまりが見えてきた。つまり、低位段丘から

氾濫源の縁辺に分布が認められる上里遺跡と、井ノ内遺跡の東部地域（第４１図・Ｒ２１４・Ｒ５０２・

Ｒ６４３）、今里遺跡、それに段丘に切り込む谷によって区画される井ノ内遺跡中部地域（同・Ｒ

２７・Ｒ２３５）と今回の調査地である西部地域である。

　これらの地域はいずれも後期・晩期の時期を中心としており、中でも古いのが中期に入る右京

第２５次調査の東部地域である。今里遺跡では右京第１２次調�査�で中期～晩期の遺物が出土している
（１０）

他、右京第１９５次調�査�では晩期の壺棺が検出されている。これらの詳細はさらに資料の増加を
（１１）

待って再度検討したい。
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第４１図　井ノ内遺跡周辺の縄文時代確認地点（１／５，０００）



�　長岡京期の様相

　今回の調査地点は、長岡京条坊では右京三条四坊十六町にあたるが、周辺ではまだ条坊遺構が

確認されておらず、正確な長岡京内の位置が確認されていない。そこで現在使用している条坊復

原図の国土座標数�値�をもとにここでは検討したい。
（１２）

　復原によると、調査地の南には三条条間北小路が通り、また西には西四坊坊間西小路が通るこ

とになる。その数値は三条条間北小路北側溝心がＸ＝－１１７，９３５．８であり、また西四坊坊間西小

路東側溝心はＹ＝－２８，８３６．９１、西側溝心はＹ＝－２８，８４５．７９である。この数値でいくと、今回の

トレンチ南端から１２．８ｍ南に三条条間北小路北側溝が所在し、またトレンチ東端より１２．２ｍ東に

西四坊坊間西小路西側溝が通ることになる。一方、右京第２０１次調査トレンチでは西四坊坊間西

小路東側溝が通る事になるが、調査では検出されていない。今回のＳＤ６６８０８・０９は東ほど浅く

なっている状況があり、残存していなかった可能性も考えられるが、右京第２０１次調査では長岡

京期の遺物がほとんど出土しておらず、道路の存在については不明といわざるを得ない。

　次に今回検出のＳＤ６６８０８・０９の座標を見てみると、十六町の中央座標は、二条大路南側溝心

がＸ＝－１１７，８１０．０であることから、Ｘ＝－１１７，８７２．９となり、ほぼＳＤ６６８０８（Ｘ＝－１１７，８７２．３）

の位置になる。つまり、右京三条四坊十六町を南北に二分する位置にＳＤ６６８０８・０９が造られて

いる可能性が考えられ、調査地は十六町の南半に占める宅地部分であることがわかる。しかし周

辺条坊が未確認であるため、今後の調査の進展を待つ必要がある。

　今回の調査で特徴的なのは、出土遺物が豊富なことである。中でもＳＥ６６８０１下層出土の木製

品は、櫛の多さや物指、挽物の合子など一般的な井戸とは異なる傾向が伺われる。また土器では

３４　ま�と�め

第４２図　調査地周辺の条坊（１／５，０００）

西
四
坊
大
路

西
四
坊
大
路
 

西
四
坊
大
路
 

二条大路二条大路 二条大路 

R６２６ R６２６ 

R３０６ R３０６ 

R２７７ R２７７ 

R２７７ R２７７ 

R２５５ R２５５ 

R３０６ R３０６ 

R２５１ R２５１ R２７７ R２７７ 

R２４０ R２４０ R７８ R７８ 
R２０１ R２０１ 

R３７２ R３７２ 
R４４ R４４ 

R７２ R７２ R３１５ R３１５ 

R５３６ R５３６ 

R４７８ R４７８ 

本
調
査
地

本
調
査
地
 

本
調
査
地
 



形になる壺類が多いことも特徴といえる。ＳＤ６６８０８・０９出土遺物も特異な傾向を見せる。須恵

器では把手付き杯や高杯の存在、土師器では暗文を多用する高杯など、複数の産地から搬入され

ている可能性を示唆している。ここでも完形の壺Ｍの多さは井戸と共通する。

　これらの土器は編年的問題もあるものの、都の西端ではあるが、二条大路に接した町である当

地に居住した人の階層を反映しているものと考えられる。また、調査地の北西約３２０ｍで実施し

た右京第６２６次調�査�では、長岡京期の祭祀遺物を含む幅３ｍ程の溝が検出されており、今後周辺
（１３）

の調査に注目される。

�　長岡京期前後の様相

　長岡京期以前では、６世紀後半から７世紀前半にかけての遺物が多く出土している。遺構的に

は少ないものの、ＳＤ２０１３０出土遺物を中心に包含層も含めると、今里大塚古墳成立期前後の乙

訓の様相を伺う資料として重要である。

　長岡京期以後は、ＳＥ６６８０１上層出土遺物と包含層出土遺物があげられる。当該期の遺構は検

出されていないが、量的にまとまった資料といえる。中でもＳＥ６６８０１上層出土遺物は、時期的

に若干幅が認められるものの、検出例のまだ少ない時期として良好なものである。特に陰刻花文

の須恵器は、乙訓寺周辺の今里遺跡で多く出土するが、その範囲が当地までおよぶ可能性を示唆

するものである。陰刻文の大椀は類例の少ないものであるが、鳥を配するものであることと、焼

き歪んで製品にならないようなものであることを考慮すると、近隣に所在する窯として、京都市

西京区大原野に所在する石作窯ないし小塩窯の製品と考えられる。このような土器と唾壺の存在

を合わせると、ある程度の階層の人間が住まいしたことを裏付けるものであろう。また井戸出土

の鉄滓は、工房を伴うことを示唆しており興味深い。以上簡単ではあるが今回の報告のまとめと

したい。

注１）小田桐　淳「右京第２０１次調査略報」『長岡京市センター年報』昭和６０年度　１９８７年
　２）石尾政信「長岡京跡右京第２４０次発掘調査概要」『京都府センター概報』第２３冊　１９８７年
　３）岩松　保「長岡京跡右京第２７７・３０６次発掘調査概要」『京都府センター概報』第３４冊　１９８９年
　４）注３に同じ
　５）原　秀樹「右京第３７２次調査概報」『長岡京市センター年報』平成３年度　１９９３年
　６）奥村清一郎他「長岡京跡第２７次発掘調査概要」『京都府概報』第２分冊　１９８０年
　７）山本輝雄『長岡京跡右京第２２・２５次調査報告書』『長岡京市センター報告書』第１１集　１９９７年
　８）山本輝雄「右京第２１４次調査概報」『長岡京市センター年報』昭和６０年度　１９８７年
　９）山本輝雄・岩崎　誠「右京第２３５次調査略報・右京第２５３次調査概報」『長岡京市センター年報』
　　　昭和６１年度　１９８８年
　１０）高橋美久二他「長岡宮跡昭和５３年度発掘調査概要」『京都府概報』　１９７９年、高橋美久二他「長
　　　岡京跡右京第２６次発掘調査概要」『京都府概報』第２分冊　１９８０年
　１１）岩�　誠「右京第１９５次調査略報」『長岡京市センター年報』昭和６０年度　１９８７年
　１２）「長岡京条坊復原図」�向日市埋蔵文化財センター『年報　都城１０』付録　１９９９年
　１３）原　秀樹「長岡京跡右京第６２６次調査概要」『長岡京市報告書』第４１冊　２０００年
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図
版
一

長岡京跡右京第668次調査

（２）調査トレンチ２遠景（東から）

（１）調査トレンチ１遠景（東から）
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版
二

長岡京跡右京第668次調査

（２）試掘トレンチ西部（東から）

（１）調査トレンチ１全景（北から）
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版
三

長岡京跡右京第668次調査

（２）調査トレンチ１西壁の土層（東から）

（１）調査トレンチ１南壁の土層（北から）
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四

長岡京跡右京第668次調査

（２）第２層と溝SD６６８０９埋土（東から）

（１）調査トレンチ２西壁の土層（東から）
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長岡京跡右京第668次調査

（２）溝SD６６８０９断面（東から） （３）溝SD６６８０８断面（東から）

（１）溝SD６６８０９・溝SD６６８０８（東から）
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長岡京跡右京第668次調査

（２）井戸SE６６８０１（西から）

（１）井戸SE６６８０１断面（南から）
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長岡京跡右京第668次調査

（５）土坑SK６６８０５（南東から） （７）SH６６８１０・かまど部（北東から）

（２）３層土器出土状況（東から）

（４）土坑SK６６８０４（東から）

（３）井戸SE６６８０１・井戸側（西から）

（６）竪穴住居SH６６８１０（北西から）

（１）井戸SE６６８０１上層断面（南から）
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長岡京跡右京第668次調査

包含層出土縄文土器
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長岡京跡右京第668次調査

（４）溝SD６６８０９出土遺物－１

（３）溝SD６６８０８出土遺物

（１）土器棺墓SX６６８０６出土遺物 （２）包含層出土石器
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長岡京跡右京第668次調査

（２）井戸SE６６８０１下層出土遺物－１

（１）溝SD６６８０９出土遺物－２
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長岡京跡右京第668次調査

井戸SE６６８０１下層出土遺物－２
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長岡京跡右京第668次調査

井戸SE６６８０１下層出土遺物－３
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長岡京跡右京第668次調査

井戸SE６６８０１上層出土遺物－１

198

220
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長岡京跡右京第668次調査

（２）包含層出土遺物－１

（１）井戸SE６６８０１上層出土遺物－２
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長岡京跡右京第668次調査

包含層出土遺物－２

274
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260
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長岡京跡右京第201次調査

（２）右京第２０１次調査区東壁断面（西から）

（１）右京第２０１次調査区全景（南から）
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長岡京跡右京第201次調査

（３）下層自然流路断面（北から）

（２）溝SD２０１３０断面（南東から）

（１）井戸SE２０１３２（南から）

（４）下層自然流路（北から）
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